
LLMの社会実装に向けた特化型モデルの元となる汎化的LLMに関する研究開発

実施者

概要

株式会社 ABEJA

特化型の元となる汎化的大規模言語モデル（LLM）を研究開発
• オープンソースのLLM（100B相当）をベンチマークとし、評価でトップスコアを達成
• 周辺技術（RAG、Agent）の精度を向上し、データ活用を推進

社会実装に向け、自社ビジネスに関連させた展開を図り、一部モデル・ノウハウ等の成果物も公
開・提供
• 研究開発したLLMと周辺技術（RAG、Agent）を、現在提供しているサービスと合わせて広く提

供
• 研究開発で得られた成果物(ソースコード・モデル・開発ノウハウ)を公開

学習・評価データセット構築
LLM研究開発
ベンチマークでの評価実施
RAG、Agent含む基盤モデルの
ポストトレーニングの研究開発
モデルの公開
ノウハウの公開
社外コミュニティへの貢献

汎化的な活用を見据えた日本語LLM
を研究開発
• オープンソースの既存LLMに対

しトップスコアの評価達成
• 周辺技術（RAG、Agent）によ

る精度向上の実現

実施内容 開発される基盤モデル
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自社ビジネスとしての展開と成果物
の公開
• 現在提供しているサービスと合

わせて広く提供
• 研究開発で得られた成果物を公

開し、社外コミュニティへの貢
献

成果物の公開

社会実装の方法

モデル 開発ノウハウソースコード
汎用モデル、
RAG/Agentなどの
特化モデルのソースコード 

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発



自律型エージェントシステム向け高効率基盤モデルの開発

実施者

概要

Sakana AI 株式会社

大きな計算リソースを必要とする基盤モデルを高効率化するための、重要な技術 (蒸留、MoE、強化学習) 

を用いたモデルを開発
• 高性能・低コストな小規模モデルの開発や、小規模モデルの連携に注力

社会実装に向け、国内でのビジネス展開に加え、一部モデル・ノウハウ等の成果物も公開・提供
• 国内主軸に、各産業分野ごとに特化した製品を開発・販売
• 開発で得られた成果物(ソースコード・モデル・開発ノウハウ)を公開

蒸留
MoE(Mixture of experts)
強化学習

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

大きな計算リソースを必要とする基盤
モデルを高効率化するための、重要な
技術 (蒸留、MoE、強化学習) を用い
たモデルを開発

• 高性能・低コストな小規模モデル
の開発や、小規模モデルの連携
に注力

自社ビジネスとしての展開
• パートナー企業と共同で、本事業
で開発したモデルを基盤に、
各産業分野ごとに特化した製品
を開発・販売（国内主軸）

成果物の公開

実施内容 開発される基盤モデル 社会実装の方法

大きなモデル
•大きな計算
リソース

小さなモデル
•比較的小さな
計算リソース

知識

蒸留

ソースコード
モデル利用の
ためのコードのみ

モデル 開発ノウハウ
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オープンかつ日本語に強いGPT-3級大規模言語モデルの構築

実施者

概要

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構（国立情報学研究所）

• 日本語に強いGPT-3級(1750億パラメータ)の大規模言語モデル(LLM)を構築

• 構築したモデル・ソースコード・開発ノウハウ等(議論の過程・失敗も含)を商用利用可能な形で公開

• 企業・大学との勉強会等で知見を共有、日本の開発力底上げに寄与

成果物の公開(商用利用可) 

実施内容
社会実装の方法

データ整備：事前学習用コーパス、評価・チューニング

データ等はLLM-jp*の活動で整備

計算環境：本プログラムから提供される計算資源をフルに

使用

モデル構築

• 1.35Tトークン(日本語約50%)で175Bモデルを

事前学習

• 約20万件のインストラクションデータで追加学習

大規模、かつ高い日本語性能を持つ言語モデルを

構築・公開

ソースコード
前処理・チューニン
グ用ソースコード等

モデル 開発ノウハウ
議論の過程・
失敗も含む

国立情報学研究所に「大規模言語モデル研究開発センター」
（仮称）を新設し、LLM-jpを発展させた勉強会で上記知見を
共有

センター 企業・大学

研究コミュニティの知識基盤の底上げ
や、革新的なイノベーション創出

大規模言語モデル研究開発センター(仮称)

1

2

* LLM-jp = LLM勉強会 https://llm-jp.nii.ac.jp/

３
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ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発



厳密さが要求されるビジネス用途におけるハルシネーションを大幅抑止した基盤モデル

実施者

概要

ストックマーク株式会社

実ビジネス活用において懸念・障害となるハルシネーション(もっともらしい噓)を抑制した基盤モデルを開発

社会実装に向け、国内でのビジネス展開に加え、一部モデル・ノウハウ等の成果物も公開・提供
• 国内で、情報収集・検索SaaSの既存サービスへの組み込み・販売や、PaaS/API化し他社へ販売
• 開発で得られた成果物(モデル・開発ノウハウ)を公開

事前学習・評価
ビジネス領域に力点が置かれ
た学習データセットの追加
準備・評価
②のデータを用いた事前
学習・評価
時事話題等の追加事前学
習・評価
Instruction Tuning・サー
ビスへの組み込み・API化

実ビジネスでの活用において懸念・障
害となるハルシネーションを抑制した基
盤モデルを開発
• ChatGPTが正答率40%であるビジ
ネスドメインの質問セットに対して、
正答率90%以上

• JGLUEにおいてChatGPT 

(gpt3.5-turbo) と
同水準のスコアを達成

自社ビジネスとしての展開
• 自社既存サービスへ組込み・
販売(当面は国内)

– AI型の情報収集/検索SaaS

サービス
– 大手企業300社に導入済

• PaaS/API化によって他社サービス
へ販売(当面は国内)

成果物の公開

実施内容 開発される基盤モデル 社会実装の方法

ソースコード モデル 開発ノウハウ
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ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発



完全自動運転に向けたマルチモーダル基盤モデルの開発

実施者

概要

Turing株式会社

完全自動運転を見据え、日本の運転環境に強い適応力を持つ、マルチモーダル(言語・画像・映像)基盤
モデルを開発

• なお本事業はモデル開発が主眼で、本事業後に車体へ搭載し、改良を実施予定

社会実装に向け、国内でのビジネス展開に加え、一部モデル・ノウハウ等の成果物も公開・提供
• 国内中心に、カメラ+AI方式の自動運転機能を有するEVを販売
• 開発で得られた成果物(ソースコード・モデル・開発ノウハウ)を公開

マルチモーダル学習基盤構築
• 日本語データセットの
構築・学習

• 視覚モデルと結合
運転ドメインへの適合

• 国内走行データに基づく
画像-言語のデータセット
を作成・追加学習

分散環境による大規模
学習・精度向上

• 学習高速化、より大規
模なパラメータサイズモデ
ルへ対応

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

完全自動運転に向け、日本の運転環
境に強い適応力を持つ、マルチモーダ
ル基盤モデルを開発 

• 日本語LLMをベースとし、画像・
映像(1万時間分の走行動画な
ど)と融合

• なお本事業はモデル開発が主眼
で、本事業後に車体へ搭載し、
改良を実施予定

自社ビジネスとしての展開
• カメラ+AI方式の自動運転機能
を有するEVの販売(当面は国内
中心)

成果物の公開

実施内容 開発される基盤モデル 社会実装の方法

画像/言語/映像を学習

ソースコード モデル
一部のみ

開発ノウハウ
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多様な日本語能力の向上を目指した公開型の基盤モデル開発

実施者

概要

国立大学法人東京大学

民間企業・研究者・学生等の混成8チームが、小規模だが多様な基盤モデルを開発
• 基盤モデル開発は技術黎明期であり、多様な開発手法を試行錯誤することで効率的な手法を探索

開発を通じた開発者育成とともに、開発したモデル・開発ノウハウも公開し、日本の開発力底上げに寄与
• 100名の開発者が本事業を通じて基盤モデル開発を実際に経験
• 開発で得られた成果物(ソースコード・モデル・開発ノウハウ)を公開

8チームそれぞれの10Bサイズ
の構築
②で最優秀チーム＋若干名
による50Bサイズの構築
上記を通じた開発者の育成
開発ノウハウの公開
社会実装支援

民間企業・研究者・学生等の混成8

チームが、小規模だが多様な基盤モデ
ルを開発
• モデルの深さと幅の比率探索
• 最適なモデルの構造の探索
• LLMの精度向上につながるトーク
ナイゼーションの改善 等

その後、8チームノウハウを集結させた
50Bモデルを開発

成果物の公開

関連スタートアップでの事業化
• 新規スタートアップの育成
• 参加者が所属するスタートアップ
での活用

• 株式会社松尾研究所での個社・
業界固有のLLM開発受注

実施内容 開発される基盤モデル 社会実装の方法

ソースコード モデル
9つ全ての
モデル

開発ノウハウ
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モデルA

・・・

モデルB モデルC モデルD

優秀チーム

50Bモデル

10B

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発



100B/1Tパラメータからなる大規模マルチモーダル基盤モデルの構築

実施者

概要

株式会社Preferred Elements

本開発事業において2つのモデルの開発、検証を行う。
• 日本語性能に優れ、言語・画像・音声に対応したマルチモーダル100Bモデルの開発
• 1Tパラメータの言語モデルの事前学習の検証

社会実装に向けたビジネス展開に加え、一部モデル・ノウハウ等の成果物も公開・提供
• 本開発事業で得られた成果物(モデル・開発ノウハウ)の一部を公開
• 自社ビジネスとして、国内外でのAPI・ライセンスの提供、付帯するビジネスを実施

100B モデルの事前学習・
追加学習
指示学習
画像モーダル向けの事前学
習・追加学習
音声モーダル向け追加学習
1Tモデルの事前学習の検証

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

次の2モデルを開発
• 100Bのマルチモーダルモデル

– 言語・画像・音声に対応
– 一部タスクで世界最高レベル
の性能

• 1Tの言語モデル
– グローバルレベルでも大規模
なモデルの学習を検証

自社ビジネスとしての展開
• 基盤モデルのAPI提供
• 基盤モデルのライセンス提供
• 基盤モデル及びAPIに付帯するビ
ジネス（エンジニアリング･コンサル
ティング）

成果物の公開

実施内容 開発・検証する基盤モデル 社会実装の方法

ソースコード
（ファインチューニ
ング用など）

モデル
事前学習済
100Bモデル
ウェイト

開発ノウハウ

マルチモーダル
化及び1Tモデ
ル学習

1

2

3

4

5

画像 音声 言語

1T

言語

100B
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